
文化に関するアンケート調査（2024）から

回答 率

１．よく利用する（おおむね年１回以上） 0.9％

２．利用したことがある 17.5％

３．名前は知っているが利用したことはない 30.2％

４．名前も知らなかった 50.0％

無回答 1.4％

Q.音声館の利用状況について教えてください。
１．よく利用する（おおむね

年１回以上）

1%

２．利用したことがある

18%

３．名前は知って

いるが利用したこ

とはない

30%

４．名前も知らなかった

50%

無回答

1%

回答 率

１．魅力的な文化芸術イベントがないから 59.4％

２．施設が遠い、または交通の便が悪いから 21.9％

３．使用料・観覧料等が高いから 3.1％

４．そもそも文化に興味がないから 7.8％

その他 18.8％

「名前は知っているが利用したことはない」の理由（複数回答）

その他の意見（一部）
• 何の施設であるかを知らないから
• 何をやっているか分からないから
• 行くきっかけがないから
• 他の場所で充分足りているから
• 周知が届いていない
• 遠い
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Q．（「特にない」を選んだ方）鑑賞しなかった理由はなんですか。（複数回答）
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1. 美術（絵画、版画、彫刻、工芸、書、写真、デザイン等）

2. オーケストラ、室内楽、オペラ、合唱、吹奏楽など

3. ポップス、ロック、ジャズ、歌謡曲、演歌、民俗音楽など

4. 演劇、ミュージカル

5. 舞踊（バレエ、ダンス、日本舞踊など）

6. 生活文化（茶道、華道など）

7. 伝統芸能（歌舞伎、能・狂言、人形浄瑠璃、琴、三味線、尺八、雅楽、声明など）

8. 演芸（落語、漫談、浪曲、漫才・コント、奇術・手品、大道芸、太神楽など）

9. 文芸（詩歌、小説、戯曲等に関する講座やワークショップなど）

10. メディア芸術（映画、アニメーション、マンガなど）

11. 地域の伝統的な芸能や祭り

12. 歴史文化（歴史的な建造物や町並み、文化財など）

13. 特にない

Q.あなたは過去1年間で、文化芸術を直接鑑賞したものはありますか。 （複数回答）
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1. デジタル機器での鑑賞で十分だから

2. 興味・関心があるイベントが少なかったから

3. 鑑賞するきっかけがなかったから

4. 文化芸術イベントの情報が少ないから

5. 文化施設等のイベント会場が近くにない、または交通の便が悪いから

6. 育児・介護・仕事・勉学等が忙しく時間的余裕がないため

7. 入館料や参加料などが高額だから

8. 健康上の理由から

9. 小さな子どもを連れていけないから

10. 文化芸術に関心がないから

11. その他
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Q．（「特にしてない」を選んだ方）文化芸術に関する活動をしなかった理由（複数回答）

Q.あなたは、過去１年間で、自ら文化芸術活動に取り組んだことがありますか。（複数回答可）

2.4%

11.8%

6.1%

1.9%

3.8%

9.4%

2.4%

73.6%

0.9%

1. 芸術作品の本格的な創作活動

2. サークル活動や部活動、同好会などでの、継続的な…

3. ワークショップや体験など、一時的な活動

4. 文化芸術イベントの企画・開催

5. 文化芸術イベントへのボランティア参加

6. 文化芸術に関する教室参加や習いごと

7. 伝統行事や文化財保護の活動

8. 特にしていない

9. その他

44.2%

20.5%

42.3%

19.2%

4.5%

34.0%

3.8%

5.8%

7.1%

1. 鑑賞だけで満足しているから

2. 文化芸術活動を行える知識や能力を持っていないと思うから

3. 活動のきっかけがないから

4. 活動を始めるための情報が少ないから

5. 活動を行える場所が近くにない、または交通の便が悪いから

6. 育児・介護・仕事・勉学等が忙しく時間的余裕がないため

7. 活動にかかる費用が高額だから

8. 健康上の理由から

9. 文化芸術に関心がないから

n=212
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アンケート分析から

• 過去1年間、文化芸術鑑賞をしている人の割合は高い。

• 直接の鑑賞がない人は「きっかけがない」が大きな理由である。

• 過去1年間、自ら文化活動を行う人の割合は低い。

• 文化活動を行わないのは、「鑑賞だけで満足しているから」と「活
動のきっかけがないから」

鑑賞、活動とも「きっかけ」が必要
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施設の目的・事業について
奈良市音声館条例
（目的及び設置）
第１条
伝統的な芸能の継承並びに音楽及び演芸の振興を図り、市民の文化の向上に資するため、音
声館を設置する。
（事業）
第３条 館においては、次の各号に掲げる事業を行う。
(１) 伝統的な芸能の継承及び振興に関すること。
(２) わらべ歌等の調査、研究及び普及に関すること。
(３) 音楽会及び演芸会の開催並びに市民のふれあいの場の提供に関すること。
(４) その他館の設置目的を達成するために必要な事業

施設の目的が限定的であり、
興味・関心を得にくいのでは？ 5



ポイント

• 伝統文化を大切にしながら、現代的な表現も肯定的に

• 音楽や伝統芸能に限らない、幅広い分野での施設活用

• 文化による人と人のつながりにフォーカス

• 文化の持つ創造性を活かし魅力を創出し、内外へと発信

• 市民文化と都市文化を両輪として文化振興を推進

施設のあり方
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音声館 新たなコンセプト案

• 文化体験の「きっかけ」づくり

• 伝統から創造を

• 奈良の文化的魅力を国内外へ
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音声館 新たな事業イメージ

あらゆる世代にとって
芸術体験の“きっかけ”となる場

伝統文化にあふれた奈良で
新たな表現と出会う場

奈良の文化と出会うために
国内外から人々が集う場 8


